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ーがバンド上端に近ければゼーベック係数は高い。(1)このエネルギーバンドは、Rh4 つの t2g 軌
道の計 12 本から成り（図 1）この多重縮退によりドープしてもフェルミ準位が落ちにくい傾向に
ある。(2)また、状態密度を見ると、バンド上端に大きな傾きが見られる。このためドープによる
フェルミ準位が減少しづらい。二つの理由から LaRh1-xNixO3 の特徴を理解することができた。
    
図 1. LaRhO3 のエネルギーバンドと状態密度      図 2. ゼーベック係数 
